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地球温暖化ガス CO2 は、回収利⽤を考えるよりも排出しないのが⼀番！ 
 
本⽇の⽇本経済新聞の記事は、⼆酸化炭素の回収・利⽤に関するものである。この利⽤には、
まず STEP１で発⽣源あるいは⼤気中からの⼆酸化炭素の回収、そして STEP２で化学反応
を⽤いて回収⼆酸化炭素を新たな化合物に変換、の２つの⼯程が必要になる。 
 
STEP１で求められるのはエネルギー
を使わずに、あるいは少ないエネルギ
ーで⼆酸化炭素を回収する⽅法であ
る。この⼯程でエネルギーを⽤いるこ
とは、新たな⼆酸化炭素を発⽣するこ
とと同義であり、⼆酸化炭素を回収す
るために新たな⼆酸化炭素が発⽣す
るというジレンマに陥る。 
 
STEP２で求められるのは、⼆酸化炭
素から合成される化合物に価値があ
るかということ、そしてもし価値があ
る化合物であるのならばその効率的
な合成⽅法の開発である。⼆酸化炭素
から有⽤化合物の合成過程において
もエネルギー使⽤が必要であり、この
ことは合成時に新たな⼆酸化炭素が
⽣じてくるということである。 
（エネルギー、たとえば電⼒を使うと
いうことは⼆酸化炭素の発⽣と同義
である） 
 
⼆酸化炭素を有⽤化合物に変換する
ときに、⼆酸化炭素の発⽣が少ないプ
ロセスを組み上げることが本プロジ
ェクトの肝であることは⾔うまでも
ない。 



 
有⽤化合物とは何か。⼀つ例を挙げるとすると、⽔素を⼀時的に蓄える化合物、例えばギ酸
（HCOOH）などがそれである。ギ酸の形で⽔素を保存し、必要に応じて⽔素を再⽣する。 

CO2 + H2 → HCOOH → CO2 + H2 
 
上の条件に合う有⽤化合物が何かを⾒定め、それを合理的に製造する⽅法を開発していく
のは、ハードルが⾮常に⾼いテーマである。こと⼆酸化炭素に関しては「発⽣させないこと
が⼀番」。そして太陽光発電で⽣まれた過剰電⼒より得られた⽔素の⼀時保存に、⼆酸化炭
素を利⽤することが妥当ならば、そうすればよいということである（上記反応式）。 
 
国の補助⾦が使えるから本プロジェクトを⼿掛けるということではなく、未来を創造する
との意気込みで取り組む、その決意のみがブレークスルーを⽣み出すだろう。 
 
 
三菱ケミカルのホームページより 
https://www.mitsubishichem-hd.co.jp/sustainability/activities/environment/ghg.html 
 
温室効果ガス排出の削減 
 
課題認識・基本的な考え⽅主な活動 
課題認識・基本的な考え⽅ 
三菱ケミカルホールディングスグループは、地球温暖化、気候変動を化学産業として最優先
で取り組むべき課題と位置づけ、GHG 排出削減にグループを挙げて取り組んでいます。事
業活動に伴う GHG 排出量の削減はもちろんのこと、使⽤時に GHG 排出量が少ない製品の
開発にも取り組んでいます。 
※ GHG とは、温室効果ガス greenhouse gas 
 
主な活動 
製造に伴う GHG 排出の削減 
物流に伴う GHG 排出の削減 
営業に伴う GHG 排出の削減 
使⽤時の GHG 排出が少ない製品の提供 
サプライチェーンにおける GHG 排出の把握 
カーボンフットプリント評価の実施 
 
 



 
同ホームページより 
https://www.mitsubishichem-hd.co.jp/csr/download/pdf/17_6-1.pdf 

 
 
⼆酸化炭素原料化基幹化学品製造プロセス技術開発（NEDO） 
https://www.nedo.go.jp/activities/EV_00296.html 



 


